
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

シーアイ化成

３
年
連
続
で
ゼ
ロ
エ
ミ

今
後
は
主
要
子
会
社
も

０８
年
度
埋
め

立
て
率
０.６
％

Ｐ
Ｅ
Ｔ
引
き
取
り

進
捗
率
が
４
割
超

８
月
の
容
リ
実
績

ラ
ト
ビ
ア
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
契
約

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
、割
当
量
１５０
万
�

ラ
イ
オ
ン
は
従
来
、
商
品

の
組
成
と
容
器
包
装
を
中
心

に
商
品
で
の
環
境
配
慮
を
推

進
し
て
き
た
が
、
０６
年
に
は

全
社
運
動
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
」
の
一
環
と
し
て
ラ
イ

オ
ン

エ
コ
基
準
を
導
入
し

た
。こ

の
基
準
は
、
商
品
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
て
�

原
料
調
達
�
材
料
調
達
�
製

造
�
物
流
�
使
用
�
廃
棄
に

区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価

項
目
を
定
め
て
い
る
。
原
料

調
達
で
は
植
物
原
料
の
使

用
、
材
料
調
達
で
は
リ
サ
イ

ク
ル
材
料
の
使
用
、
植
物
由

来
材
料
や
生
分
解
性
材
料
の

使
用
、
製
造
で
は
省
エ
ネ
・

廃
棄
物
削
減
、
物
流
は
コ
ン

パ
ク
ト
化
・
濃
縮
化
に
よ
る

省
エ
ネ
、
使
用
で
は
使
用
量

削
減
、
省
エ
ネ
、
節
水
、
廃

棄
で
は
容
器
包
装
材
料
の
削

減
、
詰
め
替
え
容
器
に
よ
る

削
減
と
い
う
内
容
。
有
害
化

学
物
質
を
含
ま
な
い
こ
と
や

生
分
解
性
が
良
好
で
あ
る
こ

と
は
、
当
然
ク
リ
ア
す
べ
き

前
提
条
件
と
し
て
基
準
に
は

含
ま
な
い
。

基
準
導
入
以
降
、
日
用
品

の
売
上
高
に
占
め
る
エ
コ
商

品
の
比
率
は
、
０７
年
に
７０
％

を
超
え
、
０８
年
は
８０
％
に
達

し
、
０９
年
上
期
も
０８
年
と
同

水
準
を
維
持
し
た
。
エ
コ
商

品
の
主
要
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は

洗
濯
用
洗
剤
「
ト
ッ
プ
」、柔

軟
仕
上
げ
剤
「
ソ
フ
ラ
ン
」、

ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
「
キ
レ
イ
キ

レ
イ
」
な
ど
。

ま
た
全
商
品
数
に
占
め
る

エ
コ
商
品
の
比
率
は
、
導
入

時
５５
％
だ
っ
た
も
の
が
、
容

器
包
装
の
リ
デ
ュ
ー
ス
や
商

品
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
・
濃
縮

化
な
ど
を
進
め
た
結
果
、
０８

年
は
６０
％
に
向
上
し
た
。
加

え
て
個
別
商
品
で
は
３
月
に

新
発
売
し
た
ト
ッ
プ
で
、
植

物
原
料
使
用
比
率
を
以
前
か

ら
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も

に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
も
実

現
、
既
存
商
品
で
の
環
境
性

能
向
上
も
進
ん
で
い
る
。

同
社
で
は
今
後
、
商
品
で

の
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
採
用
な
ど
を
進
め
、
基
準

に
基
づ
く
商
品
開
発
を
加
速

さ
せ
る
。

ラ
イ
オ
ン
が
製
品
で
の
環
境
貢
献
を
拡
大
し
て
い
る
。
日
用
品
に
お

け
る
環
境
配
慮
型
の
「
エ
コ
商
品
」
の
売
り
上
げ
比
率
が
２
０
０
８
年

に
続
き
、
０９
年
も
８０
％
を
維
持
す
る
見
込
み
。
同
社
は
０６
年
か
ら
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、
商
品
の
環
境
負
荷
を
定
量
的

に
評
価
す
る
「
ラ
イ
オ
ン

エ
コ
基
準
」
を
運
用
し
て
お
り
、
基
準
達

成
に
は
組
成
有
機
物
中
の
植
物
原
料
比
率
が
５０
％
以
上
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
厳
し
い
ハ
ー
ド
ル
を
課
し
て
い
る
。
商
品
開
発
に
お
け
る
環
境
配

慮
を
さ
ら
に
強
化
し
、
エ
コ
商
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充
を
図
る
一
方
、

既
存
エ
コ
商
品
の
売
り
上
げ
拡
大
に
よ
り
、
商
品
を
通
じ
た
環
境
貢
献

を
推
進
し
て
い
く
。

シ
ー
ア
イ
化
成
は
２
０
０

８
年
度
、
国
内
全
拠
点
の
排

出
物
の
埋
め
立
て
処
理
率
を

１
％
以
下
に
抑
え
、
３
年
連

続
で
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

達
成
し
た
。
マ
グ
ネ
ッ
ト
廃

棄
物
や
水
膨
張
性
ゴ
ム
焼
却

灰
の
再
資
源
化
、
一
般
廃
棄

物
の
分
別
な
ど
０３
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
施
策
の
成

果
が
表
れ
た
。
今
後
は
主
要

子
会
社
で
も
ゼ
ロ
エ
ミ
達
成

を
目
指
す
。
ま
た
産
業
廃
棄

物
の
排
出
量
そ
の
も
の
も
０７

年
度
比
１４
％
削
減
の
９
７
７

�
と
な
り
、
当
初
目
標
の
１０

％
以
上
を
達
成
し
た
。
ゼ
ロ

エ
ミ
活
動
と
同
様
に
徹
底
し

た
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

な
ど
の
対
策
を
推
進
し
て
お

り
、
９９
年
度
比
５６
％
削
減
と

な
っ
た
。

同
社
は
９９
年
か
ら
産
業
廃

棄
物
削
減
に
向
け
た
活
動
を

積
極
化
し
て
お
り
、
０３
年
度

に
は
事
業
活
動
で
排
出
す
る

排
出
物
の
埋
め
立
て
処
理
を

１
％
以
下
に
す
る
ゼ
ロ
エ
ミ

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

基
本
に
対
策
を
進
め
て
お

り
、
０３
年
度
に
埋
め
立
て
率

を
６
・
４
％
（
０２
年
度
２１
・

１
％
）へ
大
幅
に
低
減
。０４
年

度
に
は
従
来
リ
サ
イ
ク
ル
が

困
難
だ
っ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
廃

棄
物
の
再
資
源
化
実
現
に
よ

り
４
・
７
％
に
削
減
し
た
。

さ
ら
に
０５
年
度
に
は
滋

賀
、
岡
山
、
平
塚
、
佐
野
の

４
拠
点
で
ゼ
ロ
エ
ミ
を
達
成

す
る
と
と
も
に
、
埋
め
立
て

比
率
が
高
か
っ
た
栃
木
工
場

の
改
善
に
着
手
し
ト
ー
タ
ル

の
埋
め
立
て
率
を
１
・
２
％

ま
で
削
減
。
０６
年
度
に
は
栃

木
工
場
の
水
膨
張
性
ゴ
ム
焼

却
灰
を
路
盤
材
料
へ
再
資
源

化
し
、
５
拠
点
す
べ
て
で
ゼ

ロ
エ
ミ
（
ト
ー
タ
ル
埋
め
立

て
率
０
・
５
％
）
を
達
成
し

た
。
浄
化
装
置
の
更
新
工
事

で
汚
泥
が
増
加
し
た
０７
年
度

も
、
分
別
推
進
に
よ
り
可
燃

ご
み
を
減
ら
し
０
・
５
％
を

維
持
し
た
。

こ
の
ほ
ど
発
行
し
た
環
境

報
告
書
に
よ
る
と
、
０８
年
度

の
埋
め
立
て
率
は
０
・
６

％
。
埋
め
立
て
量
は
減
少
し

た
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
排

出
物
が
減
少
し
た
た
め
前
年

度
比
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
悪
化

し
た
が
、
３
年
連
続
で
ゼ
ロ

エ
ミ
を
達
成
し
た
。
今
年
度

以
降
も
引
き
続
き
１
％
以
下

を
キ
ー
プ
し
て
い
く
が
、
主

要
子
会
社
に
つ
い
て
も
重
要

な
環
境
保
全
活
動
と
し
て
ゼ

ロ
エ
ミ
を
推
進
す
る
。
３
年

後
を
め
ど
に
１
％
以
下
の
実

現
を
目
指
す
。

�
都
市
油
田
�
と
し
て
注

目
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
。

な
か
で
も
単
一
素
材
で
単
品

回
収
が
可
能
な
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト

ル
は
、
環
境
保
全
の
た
め
に

も
一
層
活
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
資
源
と
い
え
る
。
協

栄
産
業
（
本
社
・
栃
木
県
、

古
澤
栄
一
社
長
）
は
、Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
貢
献
す
る
再
生
Ｐ
Ｅ

Ｔ
樹
脂
「
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
・
ペ
レ
ッ
ト
」
の

実
用
化
な
ど
を
通
じ
市
場
拡

大
に
努
め
て
い
る
が
、
優
れ

た
品
質
を
持
つ
再
生
フ
レ
ー

ク
も
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
グ
ル
ー
プ
の
中
核
拠
点

と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
か
ら

再
生
フ
レ
ー
ク
を
生
産
す
る

ジ
ャ
パ
ン
テ
ッ
ク
（
同
）
の

宇
都
宮
工
場
を
訪
れ
た
。

宇
都
宮
工
場
は
、
地
域
に

開
か
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

と
し
て
、
１
９
９
１
年
に
宇

都
宮
西
中
核
工
業
団
地
で
設

立
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
廃
棄

物
を
扱
う
工
場
と
し
て
は
め

ず
ら
し
く
周
囲
は
壁
で
は
な

く
金
網
フ
ェ
ン
ス
で
囲
わ
れ

て
お
り
、
工
場
内
は
「
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
の
感
覚
で
２
階
か

ら
設
備
を
見
下
ろ
せ
る
」（
古

澤
社
長
）
よ
う
に
し
た
。
設

備
の
上
部
ま
で
見
学
者
に
見

せ
る
こ
と
で
、
清
掃
を
徹
底

す
る
こ
と
も
狙
っ
て
い
る
。

開
放
感
や
清
潔
感
が
評
価
さ

れ
、
年
間
約
２
０
０
０
人
が

見
学
に
訪
れ

て
い
る
。

工

場

で

は
、
１
日
当

た
り
約
２
５

０
万
本
（
５

０
０
�
�
ボ

ト
ル
換
算
）

の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
を
処
理

し
て
い
る
。

ボ
ト
ル
は
ま

ず
、
ふ
る
い

や
Ｘ
線
な
ど

機
械
処
理
で

塩
ビ
ボ
ト
ル

や
カ
ラ
ー
ボ

ト
ル
、
金
属

な
ど
を
取
り
除
き
、
手
選
別

に
よ
る
異
物
除
去
工
程
に
か

け
ら
れ
る
。
自
動
化
さ
れ
た

工
場
で
唯
一
人
員
を
配
し
て

い
る
工
程
で
、
品
質
確
保
の

た
め
適
合
ボ
ト
ル
の
最
終
チ

ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。
通

常
４
人
体
制
だ
が
、
ベ
ー
ル

が
汚
れ
て
い
る
場
合
は
６
人

で
対
応
す
る
。

そ
の
後
、
粉
砕
工
程
、
洗

浄
工
程
に
送
ら
れ
る
が
、
こ

の
間
も
風
力
に
よ
る
ラ
ベ
ル

選
別
や
金
属
検
知
を
繰
り
返

し
行
い
異
物
を
除
去
し
て
い

る
。
他
工
場
と
比
べ
工
程
数

が
２５
と
多
い
の
も
「
バ
ー
ジ

ン
原
料
と
同
等
の
品
質
を
持

つ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は
、
徹
底

し
て
異
物
を
取
り
除
き
、
汚

れ
を
洗
い
流
す
こ
と
で
ピ
ュ

ア
な
原
料
に
な
る
」（
同
）
た

め
、
通
常
の
倍
近
い
ラ
ベ
ル

選
別
、
金
属
検
知
工
程
を
設

置
し
た
結
果
。
最
後
は
特
徴

の
１
つ
で
あ
る
ア
ル
カ
リ
洗

浄
工
程
で
、
細
か
な
汚
れ
を

完
全
に
除
去
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
作
ら
れ
た
再
生

フ
レ
ー
ク
の
異
物
混
入
率

は
、
一
般
的
な
再
生
フ
レ
ー

ク
の
８
分
の
１
程
度
。
こ
の

た
め
同
フ
レ
ー
ク
を
用
い
た

再
生
ペ
レ
ッ
ト
の
品
質
・
物

性
は
高
く
、
顧
客
の
設
備
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
も
容
易
に
な
る

と
い
う
。

今
後
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ

サ
イ
ク
ル
市
場
の
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
回

収
さ
れ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の

３
分
の
２
は
中
国
な
ど
海
外

に
流
出
し
て
い
る
の
が
現

状
。「
資
源
の
乏
し
い
わ
が
国

に
と
っ
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は

大
き
な
価
値
を
生
み
出
す
。

だ
か
ら
こ
そ
国
内
で
使
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た

め
に
は
再
生
材
料
に
付
加
価

値
を
つ
け
市
場
を
活
性
化
す

る
こ
と
が
重
要
」（
同
）
と
考

え
て
お
り
、
高
付
加
価
値
戦

略
の
１
つ
と
し
て
宇
都
宮
工

場
に
お
け
る
品
質
の
極
限
追

求
を
今
後
も
続
け
て
い
く
。

（
内
野
英
一
郎
）

財
団
法
人
・
運
輸
調
査
局

は
、
高
速
道
路
料
金
の
土
日

祝
日
上
限
１
０
０
０
円
の
施

策
の
影
響
調
査
を
実
施
し

た
。
学
識
経
験
者
で
構
成
す

る
「
高
速
道
路
料
金
引
き
下

げ
に
関
す
る
研
究
会
」（
座
長

・
山
内
弘
隆
一
橋
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科
教
授
）
が
報

告
書
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

同
施
策
は
景
気
刺
激
策
と
し

て
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
す

る
一
方
、
高
速
道
路
利
用
者

は
３６
％
増
加
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
も
全
国
で
年
間
２
０
４

万
�
増
加
す
る
と
推
計
し

た
。同

研
究
会
は
７
～
９
月
に

か
け
て
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト

や
業
界
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
モ

デ
ル
に
よ
る
試
算
な
ど
を
実

施
し
、
議
論
と
検
証
を
行
っ

た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

の
高
速
道
路
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ

Ｔ
Ｃ
）
利
用
者
１
人
当
た
り

の
観
光
関
連
の
消
費
金
額

は
、
施
策
な
し
の
場
合
よ
り

１
７
１
４
円
増
加
、
景
気
対

策
の
効
果
は
あ
っ
た
と
し
な

が
ら
も
、
地
域
的
な
偏
り
が

み
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
高
速
道
路
利
用
者
数

の
モ
デ
ル
推
計
で
は
新
規
誘

発
が
２４
・
５
％
増
え
、
他
の

交
通
機
関
か
ら
の
転
換
は
１１

・
５
％
増
と
な
り
、
合
計
３６

％
増
加
し
た
。

環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
は
、
同
施
策
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の
増
加
は
新
規

誘
発
の
プ
ラ
ス
１
９
２
万

�
、
他
の
交
通
機
関
か
ら
の

転
換
の
プ
ラ
ス
２５
万
�
に
対

し
、
一
般
道
か
ら
高
速
道
路

へ
の
転
換
で
マ
イ
ナ
ス
１３
万

�
と
な
り
、
全
国
で
プ
ラ
ス

２
０
４
万
�
と
推
計
し
た
。

こ
れ
は
、
鳩
山
政
権
の
掲

げ
る
１
９
９
０
年
比
２５
％
削

減
と
い
う
目
標
の
０
・
４８

％
、
ま
た
日
本
の
運
輸
部
門

の
年
間
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
２
億

４
９
０
０
万
�
の
０
・
８２
％

に
相
当
す
る
ほ
か
、
自
家
用

車
か
ら
の
排
出
量
１
億
２
４

０
０
万
�
の
１
・
６４
％
に
相

当
す
る
。

こ
の
ほ
か
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
期
間
中
の
渋
滞
発
生

回
数
は
前
年
比
９４
％
増
、
お

盆
期
間
は
５７
％
増
と
な
り
、

物
流
業
界
の
ほ
か
、
高
速
バ

ス
や
フ
ェ
リ
ー
な
ど
他
の
公

共
交
通
機
関
へ
の
影
響
も
大

き
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
（
容
リ
協
）
は
、
８

月
の
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
対
象
４
製
品
の
市
町
村
か

ら
の
分
別
基
準
適
合
物
の
引

き
取
り
お
よ
び
再
商
品
化
事

業
者
に
よ
る
製
品
量
実
績
を

発
表
し
た
。

市
町
村
か
ら
の
引
き
取
り

状
況
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
が

４
割
を
超
え
た
ほ
か
、
他
３

製
品
に
つ
い
て
も
４
割
が
目

前
に
迫
っ
て
い
る
。

再
商
品
化
製
品
販
売
量
は

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
が
前
年
同
月
比
増
と
な

り
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は
同
２３

・
６
％
増
を
記
録
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
は
６
日
、
ラ
ト
ビ
ア
共

和
国
と
の
間
で
京
都
議
定
書

の
下
で
の
グ
リ
ー
ン
投
資
ス

キ
ー
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
実
施

に
向
け
、
５
日
に
１
５
０
万

�
の
割
当
量
（
Ａ
Ａ
Ｕ
）
購

入
契
約
を
締
結
し
た
と
発
表

し
た
。
同
契
約
に
基
づ
き
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
今
後
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を

活
用
し
た
具
体
的
な
割
当
量

の
移
転
と
環
境
対
策
活
動
を

推
進
す
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
京
都
議
定
書
第

１７
条
に
基
づ
く
排
出
量
取
引

の
う
ち
、
割
当
量
な
ど
の
移

転
に
と
も
な
う
資
金
を
温
室

効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
削
減

・
そ
の
他
環
境
対
策
を
目
的

に
使
用
す
る
条
件
で
行
う
国

際
的
な
排
出
量
取
引
。
京
都

議
定
書
目
標
達
成
計
画
で
、

日
本
は
国
内
対
策
に
最
大
限

努
力
し
て
も
約
束
達
成
に
不

足
す
る
差
分
（
基
準
年
総
排

出
量
比
１
・
６
％
、
２
０
０

８
～
１２
年
の
約
束
期
間
で
約

１
億
�
相
当
）
に
つ
い
て
、

ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム

（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
や
共
同
実
施
（
Ｊ

Ｉ
）、Ｇ
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
京
都
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
経
済
産
業
省

と
環
境
省
か
ら
政
府
の
京
都

メ
カ
ニ
ズ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

政
府
取
得
事
業
を
受
託
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ

と
し
て
３
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

（
３
０
０
０
万
�
）、チ
ェ
コ

（
４
０
０
０
万
�
）
と
割
当

量
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

今
回
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
と
っ

て
３
件
目
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
契
約
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
か
ら
の
Ａ
Ａ
Ｕ
購

入
代
金
は
、
契
約
に
基
づ
き

同
国
に
お
け
る
環
境
対
策
活

動
に
使
わ
れ
る
。
具
体
的
に

は
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
・
利

用
、
公
共
・
民
間
構
造
物
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
と
こ

れ
ら
に
関
す
る
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
と
な

る
見
通
し
で
、
同
国
と
協
力

し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

確
実
な
実
施
を
目
指
す
。

◇
環
境
省
が
地
球
温
暖
化
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

１５
日
１６
時
３０
分
か

ら
、
環
境
省
地
球
環
境
研
究
総
合

推
進
費
戦
略
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
地
球
温
暖
化
に
係
る
政
策
支

援
と
普
及
啓
発
の
た
め
の
気
候
変

動
シ
ナ
リ
オ
に
関
す
る
総
合
的
研

究
」（
Ｓ
�
５
）
一
般
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。
会
場
は
東

京
・
文
京
区
の
東
京
大
学
安
田
講

堂
。「
実
感
！
地
球
温
暖
化
～
地
球

温
暖
化
予
測
を
あ
な
た
は
ど
う
役

立
て
ま
す
か
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
球
温
暖
化
予
測
に
か
か
わ
る
研

究
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
、
予
測

情
報
を
社
会
お
よ
び
個
人
個
人
の

た
め
に
ど
う
役
立
て
て
い
く
か
を

考
察
す
る
。
参
加
は
無
料
。
申
し

込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//w
w

w
.jik

k
a
n

�o
n
d
a
n
k
a

2
0
0
9
.c

o
m

/

）
か
ら
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
次
の
通
り
。

〈
第
１
部
・
講
演
（
１６
時
４０
分

～
１８
時
５
分
、
演
題
は
仮
題
）〉▽

「
は
じ
め
に
～
地
球
温
暖
化
の
予

測
と
は
」
国
立
環
境
研
究
所
地
球

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
温
暖
化
リ
ス

ク
評
価
研
究
室
・
江
守
正
多
室
長

▽
「
予
測
の
前
提
と
な
る
社
会
経

済
シ
ナ
リ
オ
」
同
セ
ン
タ
ー
・
山

形
与
志
樹
主
席
研
究
員
▽
「
気
候

モ
デ
ル
の
性
能
と
予
測
～
身
近
な

気
象
は
ど
う
な
る
」
東
京
大
学
気

候
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
・
高

薮
緑
教
授
▽
「
日
本
の
気
候
は
ど

こ
ま
で
詳
し
く
予
測
で
き
る
か
」

気
象
研
究
所
環
境
・
応
用
気
象
研

究
部
第
４
研
究
室
・
高
薮
出
室
長

▽
「
温
暖
化
は
怖
い
？
～
影
響
を

ど
う
と
ら
え
る
か
」
江
守
室
長
▽

「
温
暖
化
予
測
は
人
々
に
ど
う
伝

わ
っ
て
い
る
か
」
神
奈
川
大
学
人

間
科
学
部
人
間
科
学
科
・
松
本
安

生
教
授

〈
第
２
部
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
（
１８
時
２０
分
～
１９
時
３０

分
）〉地
球
温
暖
化
予
測
を
ど
う
役

立
て
る
か
～
利
用
者
の
視
点
と
研

究
者
の
視
点
～
（
仮
題
）

〔０９年８月の再商品化実績 〕

▼市町村からの分別基準適合物引き取り実績 （単位：�）

進捗率

３９．９

４１．６

３７．５

３８．０
▼再商品化製品量実績（単位：�、前年同月比増減％、▲は減）

年間累計

１２９，２７６

６６，３４４

１０，４９３

１４９，６６３

（日本容器包装リサイクル協会資料）

年間引き取
り 予 定 量

３４９，１００

２０３，５００

２８，４００

６８０，０００

前年同月比

▲２．６

２３．６

▲３．２

１１．３

累計

１３９，３９７

８４，６８５

１０，６４４

２５８，３９１

８月

２６，６７３

１４，１３５

２，０９２

３３，１８７

８月

２８，１１７

１９，３３１

２，１３１

５０，３５９

ガラスびん

ＰＥＴボトル

紙製容器包装

プラスチック製容器包装

ガラスびん

ＰＥＴボトル

紙製容器包装

プラスチック製容器包装

エエ
ココ
商商
品品
比比
率率
、、２２
年年
連連
続続
８８００
％％

ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
拡
充

環
境
配
慮
を
一
段
加
速

日用品の売上高

ラ
イ
オ
ン

運輸調査局が影響調査

高速料金１０００円

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
２２２２２２２２２２２２２２２２

排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排

出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出

量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万
������������������������
増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増
にににににににににににににににににににににににに

環環境境主主義義
拝見

徹
底
し
て
高
品
質
を
追
求

拠拠点点ルルポポ

ＰＥＴボトルから再生フレーク生産

ジャパンテック 宇都宮工場

自動・手動組み合わせ異物除去

再
生
フ
レ
ー
ク
は
ア
ル
カ
リ
洗
浄
工

程
で
汚
れ
が
完
全
に
除
去
さ
れ
る

（１０）２００９年（平成２１年）１０月７日（水曜日）（第三種郵便物認可）


